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寄
　
稿

　

日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
言
わ
れ
、
日
本
の
童
話
作
家
の
礎
を
築

い
た
小
川
未
明
は
越
後
の
国
、
新
潟
県
上
越
市
（
旧
高
田
市
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
近
年
は
数
年
ご
と
に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
未
明
が
誕
生
し
た
頃
に
は
「
こ
の
下
に
高
田
あ
り
」
な
ど
と
新

聞
記
事
に
も
な
っ
た
時
代
で
す
。

　

縁
あ
っ
て
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
先
代
の
小
川
清
隆
宮
司
よ

り
依
頼
が
あ
り
、
春
日
山
神
社
宮
司
を
承
り
ま
し
た
。
現
在
春
日
山

神
社
の
社
務
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。
本
来
、
私
は
春
日
山
山
麓
に
鎮

座
す
る
春
日
神
社
の
第
46
代
宮
司
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
祖
先
は

元
々
春
日
山
に
住
み
、
本
丸
跡
に
あ
っ
た
春
日
神
社
の
宮
司
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
上
杉
家
（
長
尾
家
）
が
山
城
（
砦
）
を
築
城
す

る
に
当
た
り
山
麓
の
現
在
地
に
遷
座
し
ま
し
た
。
春
日
山
山
上
に
約

五
百
年
、
現
在
地
で
約
六
百
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
き
て
い
ま
す
。
昔

を
辿
れ
ば
、
祖
先
の
住
居
場
所
に
六
百
年
ぶ
り
に
戻
り
、
感
無
量
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

未
明
は
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
生
ま
れ
、
私
の
祖
父
は
明
治
19

（
１
８
８
６
）
年
生
ま
れ
で
す
。
未
明
の
父
澄
晴
が
春
日
山
神
社
建

立
の
た
め
活
動
を
始
め
た
の
が
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
頃
（
未
明

10
歳
）
か
ら
で
す
。
本
格
的
に
神
社
建
築
を
始
め
た
の
が
明
治
30
年

（
１
８
９
７
）
頃
（
未
明
15
歳
）
で
す
。
一
家
は
春
日
山
に
移
住
し

た
の
で
未
明
は
春
日
山
か
ら
高
田
中
学
校
（
現
在
新
潟
県
立
高
田
高

等
学
校
）
に
通
学
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
の
祖
父
も
未
明
と
一
緒

に
３
年
間
同
校
へ
通
い
ま
し
た
。
当
時
は
春
日
村
か
ら
十
数
名
が
通

学
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
わ
が
家
に
通
学
団
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
春
日
山
神
社
の
生
活
は
頸
城
平
野
を
見
下
ろ
し
、
夜
景
も

美
し
く
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
所
で
す
。
し
か
し
、
冬
の
生

活
は
雪
に
覆
わ
れ
大
変
で
す
。
謙
信
公
は
雪
深
い
中
よ
く
住
ん
で
い

た
と
思
い
ま
す
。
多
分
、
謙
信
公
時
代
の
冬
に
は
山
麓
の
屋
敷
に
移

住
し
て
い
た
の
で
は
と
推
察
し
ま
す
。
今
の
よ
う
な
車
道
も
な
く
細

い
山
道
で
す
。
未
明
も
こ
こ
か
ら
高
田
中
学
に
通
っ
た
と
思
え
ば
、

厳
し
い
冬
の
生
活
を
通
し
て
童
話
作
家
に
な
る
不
屈
の
精
神
の
育
み

が
培
わ
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

未
明
が
過
ご
し
た
社
務
所
は
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
風
呂
場

の
火
の
不
始
末
か
ら
全
焼
し
ま
し
た
。
現
在
の
社
務
所
は
そ
の
後
再

建
さ
れ
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
春
日
山
神
社
の
社
務
所
に
は
そ
の

多
く
の
思
い
出
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
社
務
所
の
土
間
に
あ
っ
た
井

戸
は
百
数
十
年
経
っ
て
も
崩
れ
枯
れ
る
こ
と
な
く
今
で
も
水
を
満
々

と
貯
え
て
い
ま
す
。
昨
年
、
そ
の
水
を
使
え
る
よ
う
に
修
復
し
ま
し

た
。
昨
年
の
夏
は
大
変
な
水
不
足
で
あ
り
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

春
日
山
は
謙
信
公
が
住
ん
で
い
た
山
城
だ
け
あ
っ
て
と
て
も
水
脈
の

豊
か
な
所
で
す
。
ま
た
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
境
内
に
彫
刻
家

横
尾
昭
司
氏
制
作
の
未
明
の
童
話
代
表
作
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の

像
が
あ
り
ま
す
。
半
世
紀
近
く
経
ち
傷
ん
で
き
ま
し
た
の
で
こ
ち
ら

も
修
復
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
と
思
い
修
復
者
に
頼
み
「
赤
い
蝋

燭
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
説
明
看
板
も
建
て
、
未
明
の
童
話
の
モ
デ

ル
像
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
易
く
し
ま
し
た
。

　

未
明
記
念
館
は
現
在
休
館
中
で
す
。
こ
れ
も
半
世
紀
近
く
経
っ
て

い
ま
す
の
で
傷
み
も
激
し
く
改
装
を
し
て
い
る
所
で
す
。
明
治
、
大

正
、
昭
和
時
代
に
使
わ
れ
た
小
川
家
の
生
活
用
品
、
未
明
の
結
婚
式

祝
詞
、
原
稿
、
書
籍
、
雑
誌
、
親
交
の
あ
っ
た
人
々
と
の
手
紙
な
ど

未
明
に
関
わ
る
品
物
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
か
ら
未
明
フ
ァ
ン
、
謙
信
フ
ァ
ン
が
合
わ
せ
て
数

十
万
人
訪
れ
ま
す
。
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
日
々
境
内
整

備
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
時
、
両
親
が
い
ま
し
た
の
で
度
々
帰
郷
し
、
故
郷
で
少
年
期
を
過

ご
し
た
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
創
作
活
動
を
し
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

未
明
の
父
澄
晴
は
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
87
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
母
千
代
は
そ
の
後
東
京
の
未
明
宅
で
過
ご
し
昭
和
12

（
１
９
３
７
）
年
85
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
15
（
１
９
４
０
）

年
に
は
春
日
山
神
社
境
内
に
父
母
の
墓
を
建
立
し
ま
し
た
。
境
内
か

ら
山
頂
に
登
る
道
の
右
側
に
あ
り
ま
す
。
墓
碑
に
は
「
故
山
長
に
父

母
を
埋
め
て
我
が
詩
魂
日
本
海
の
波
と
な
ら
ん　

未
明
」
と
記
し
て

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
未
明
は
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
、
今
ま

で
の
作
家
活
動
が
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
郷
で
は

受
賞
を
祝
い
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
春
日
小
学
校
に
「
雪
や
み
て　

木
は
黙
し　

鳥
飛
ん
で　

海
と
お
く
鳴
れ
り
」、
ま
た
春
日
山
神
社

境
内
に
「
雲
の
如
く
高
く　

く
も
の
ご
と
く
か
が
や
き　

雲
の
ご
と

く
と
ら
わ
れ
ず
」
の
歌
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
私
は
春
日
小
学
校
６

年
生
で
除
幕
式
に
歌
碑
を
合
唱
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
記
憶
は
鮮
明

に
残
っ
て
い
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
今
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
未
明
は
足
が
だ
い
ぶ
弱
っ
て
い
た
よ
う
で
、
除
幕
式
に
抱
え
ら

れ
な
が
ら
来
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

未
明
は
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
５
月
79
歳
で
亡
く
な
り
、
今
年

は
没
後
65
年
と
な
り
ま
す
。
春
日
山
神
社
に
は
少
年
期
を
過
ご
し
た

　
小
川
未
明
と
春
日
山風

間
　
常
樹
彦  

氏

（
春
日
山
神
社
宮
司
）
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報
　
告文

学
館
１
年
の
記
録

　

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
は
、
３
７
５
８
６
人

の
方
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
展
覧
会
】

　

令
和
７
年
度
は
、
特
別
展
を
２
回
、
企
画
展
を
２
回
、

特
集
展
示
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

企
画
展
「
小
川
未
明
文
学
館
開
館
20
周
年
回
顧
展
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
３
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
４
月
20
日
（
日
）　

25
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
小
川
未
明
文
学
館
は
、
小
説
家
・
童
話
作
家
と
し
て
活

躍
し
た
小
川
未
明
の
顕
彰
施
設
と
し
て
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
10
月
１
日
に
開
館
し
、
令
和
７
年
に
開

館
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
未
明
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
実
施
し
て
き

た
様
々
な
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
講
座
な
ど
、
小
川

未
明
文
学
館
の
20
年
の
歩
み
を
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
、
写
真
パ
ネ
ル
等
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
良
く
わ

か
っ
た
」「
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
が
見
ら
れ
て
嬉
し
い
」「
未

明
先
生
が
地
元
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
伝
わ
る
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。来
場
者
数
３
３
７
８
人
。

特
別
展�

「
第
33
回
小
川
未
明
文
学
賞
展
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
５
月
25
日
（
日
）　

24
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
第
33
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作
品
６
３
９
編
の
中

か
ら
大
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
受
賞
者
の
喜
び
の
声
や

そ
の
作
品
の
講
評
、
選
考
過
程
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
越
市
で
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
の
様
子
、
こ
れ

ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と
そ
の
作
品
の
ほ
か
、
書
籍
化
さ
れ

た
第
32
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞
作
品
（
２
０
２
４

年
）、
古
都
こ
い
と
作
『
き
さ
ら
ぎ
さ
ん
ち
は
今
日
も
お

天
気
』
の
書
籍
表
紙
パ
ネ
ル
や
校
正
原
稿
（
㈱Gakken

提
供
）
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
２
１
５
０
人
。

開
館
20
周
年
記
念
特
別
展

　
「
小
川
未
明 

―
童
話
に
さ
さ
げ
た
生
涯
―
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
10
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
12
月
14
日
（
日
）　

60
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
小
川
未
明
は
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
新
潟
県
中

頸
城
郡
高
城
村
大
字
五
分
一
（
現
上
越
市
幸
町
）
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
東
京
専
門
学
校

（
現
早
稲
田
大
学
）
に
入
学
、
在
学
中
に
坪
内
逍
遥
に
才

能
を
見
出
さ
れ
、
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
に
小
説
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
未
明
は
独
自
の
作
風
で
文
壇
で
名
を
あ
げ
ま
す

が
、
の
ち
に
童
話
に
こ
そ
自
ら
の
天
分
が
あ
る
と
思
い
定

め
、
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
「
今
後
を
童
話
作
家
に
」

（「
東
京
日
日
新
聞
」）
を
発
表
、
童
話
の
道
に
専
心
し
ま
す
。

50
年
以
上
の
作
家
人
生
で
世
に
送
り
出
し
た
童
話
は

１
２
０
０
編
を
超
え
て
お
り
、
童
話
の
た
め
に
生
き
、
童

展覧会チラシ展覧会の様子

展覧会の様子展覧会の様子

話
に
さ
さ
げ
た
生
涯
で
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
未
明
の
自
筆
原
稿
や
書
籍
、
当
時
の

写
真
、
未
明
の
愛
用
品
な
ど
を
展
示
し
、「
日
本
近
代
童

話
の
父
」
と
い
わ
れ
る
小
川
未
明
の
生
涯
に
つ
い
て
童
話

作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
」「
未
明
の
人

生
に
沿
っ
て
作
品
の
理
解
が
深
め
ら
れ
た
」「
童
話
集
や

原
稿
な
ど
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
料

が
沢
山
あ
っ
て
良
か
っ
た
」「
作
品
を
読
ん
で
み
た
く
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
場
者
数

６
５
６
５
人
。

〈
主
な
展
示
資
料
〉

　

・『
中
学
世
界
』（
博
文
館
、
明
治
32
年
２
月
）

　
・
小
説
「
漂
浪
児
」（『
新
小
説
』
春
陽
堂
、
明
治
37
年
９
月
）

　

・
小
川
健
作
宛
坪
内
逍
遥
は
が
き
（
年
月
不
詳
13
日
消
印
）

　

・�『
小
川
未
明
選
集
』
全
６
巻
（
未
明
選
集
刊
行
会
、
大
正

14
年
～
15
年
）

　

・『
未
明
童
話
集
』
全
５
巻
（
丸
善
、
昭
和
２
年
～
６
年
）

　

・�

小
川
未
明
自
筆
原
稿
「
童
話
雑
誌
「
お
話
の
木
」
を
主
宰

す
る
に
当
り
て
宣
言
す
」（
昭
和
12
年
、
小
川
家
所
蔵
）

　

・�

小
川
未
明
自
筆
ノ
ー
ト
「
か
た
い
大
き
な
手
・
た
ま
し

い
は
生
き
て
い
る
」（
昭
和
23
年
、
小
川
家
所
蔵
）

　

・
小
川
未
明
自
筆
色
紙
「
雲
の
如
く
」（
小
川
家
所
蔵
）

　

・
小
川
未
明
詩
軸
「
明
日
の
社
会
を
」（
昭
和
26
年
頃
）

　

・�

小
川
未
明
自
筆
原
稿
「
ふ
く
助
人
形
の
話
」（
昭
和
32
年
、

小
川
家
所
蔵
）

　

・
小
川
未
明
詩
軸
「
星
の
如
く
」（
小
川
家
所
蔵
）
ほ
か

展覧会チラシ
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告

企
画
展
「�

小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
展
」

　
〈
会
期
〉
令
和
８
年
１
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
２
月
23
日
（
月
・
祝
）　

26
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
令
和
７
年
11
月
24
日
に
上
越
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
」
の
様
子
を
写

真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
明
童
話
「
海
か
ら
来
た
使
い
」
を
課
題
図
書

と
し
た
「
小
川
未
明
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞

作
文
や
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
委
員
で
あ
る
小
埜
裕
二

氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
）
の
講
評
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
に
驚
い
た
」

「
感
想
文
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
」「
未
明
の
作
品
に
改
め
て

興
味
を
持
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来

場
者
数
１
９
３
７
人
。

特
集
展
示
１

　
「
新
収
蔵
品
展 

―
令
和
６
年
度
収
集
資
料
―
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
６
月
27
日
（
金
）
～
12
月
21
日
（
日
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

常
設
展
示
場

✍
小
川
未
明
文
学
館
で
は
、
未
明
に
関
す
る
様
々
な
資
料

を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
し
て
特
集
展

示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
集
展
示
１
「
新
収
蔵
品
展
」
で
は
、
令
和
６
年
度
に

新
た
に
収
集
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
未
明
自
筆
の
色
紙
や

は
が
き
、
初
出
童
話
が
掲
載
さ
れ
た
絵
雑
誌
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

【
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等
】

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

　
〈
日
時
〉
令
和
７
年
５
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

出
会
い
の
ロ
ビ
ー
ほ
か

✍
子
ど
も
た
ち
に
文
学
館
や
未
明
童
話
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
文
学
館
が
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

誕
生
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
飛
び
出
す
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー

ド
作
り
」・「
厚
紙
や
段
ボ
ー
ル
で
作
る
ケ
ー
キ
作
り
」、

未
明
童
話
「
五
月
の
川
の
中
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
ゆ
ら

ゆ
ら
こ
い
の
ぼ
り
作
り
」
な
ど
の
工
作
や
ク
イ
ズ
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
高
田
図
書
館
こ
ど
も
祭
と
同
日
開
催
で

あ
っ
た
た
め
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
来
場
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
延
べ
２
５
４
人
。

展覧会チラシ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小川未明文学館企画展 

 

小川未明フェスティバル・ 

読書感想文コンクール展 

上越文化会館で開催された「小川未明フェスティバル 2025『海から来た使い』」と、

小学生を対象にした「小川未明読書感想文コンクール」の入賞作品を紹介します。 

会  期：2026/1/23（金）～2/23（月・祝） 

開館時間：午前 10 時～午後 6 時 

休 館 日：月曜日（祝日の場合は翌日）、2/12（木）、2/19（木） 

会  場：小川未明文学館 市民ギャラリー 

入 館 料：無料 

〈
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
と
受
賞
作
文
〉

　

・
大　

賞　

保
坂
芽
依
さ
ん
（
小
６
）

　
　
　
　
　
　
　
「「
海
か
ら
来
た
使
い
」
を
読
ん
で
」

　

・
優
秀
賞　

中
村
颯
志
さ
ん
（
小
４
）

　
　
　
　
　
　
　
「
天
使
の
試
練
に
映
る
人
間
の
姿
」

　

・
優
秀
賞　

渡
邉
陽
菜
さ
ん
（
小
１
）

　
　
　
　
　
　
　
「「
う
み
か
ら
き
た
つ
か
い
」
を
よ
ん
で
」

　

・
杉
み
き
子
賞　

山
田
理
紗
さ
ん
（
小
５
）

　
　
　
　
　
　
　
「
天
使
か
ら
教
わ
っ
た
や
さ
し
さ
」

　

・
内
田
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
振
興
財
団
賞

　
　
　
　
　
　

科
澤
真
由
さ
ん
（
小
３
）

　
　
　
　
　
　
　
「
今
年
も
見
守
っ
て
ね
」

　
　
　
　
　
　

科
澤
妃
南
さ
ん
（
小
４
）

　
　
　
　
　
　
　
「
三
つ
の
季
せ
つ
と
少
女
の
気
持
ち
」

　
　
　
　
　
　

佐
藤
万
友
さ
ん
（
小
６
）

　
　
　
　
　
　
　
「
天
使
の
気
持
ち
と
私
の
気
持
ち
」

　

※
（　

）
内
は
受
賞
時
の
学
年

〈
主
な
展
示
資
料
〉

　

・
小
川
未
明
色
紙
「
去
年
の
小
鳥
」

　

・
小
川
未
明
は
が
き
（
相
賀
祥
宏
君
追
悼
録
編
纂
會
宛
）

　

・
小
川
未
明
は
が
き
（
少
年
文
学
社
宛
）

　

・
小
川
未
明
は
が
き
（
二
反
長
半
宛
）

　

・�

童
話
「
春
ハ
、
オ
母
サ
ン
デ
ス
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

東
京
社
、
昭
和
10
年
４
月
）

　

・�

童
話
「
海
ノ
オ
姫
様
ノ
頸
飾
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
東

京
社
、
昭
和
10
年
９
月
）

　

・�

童
話
「
小
父
サ
ン　

バ
ン
ザ
イ
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

東
京
社
、
昭
和
11
年
７
月
）

　

・�

童
話
「
秋
ガ
来
マ
シ
タ
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
東
京
社
、

昭
和
13
年
10
月
）

　

・�

童
話
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

ノ 

ミ
チ
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

東
京
社
、
昭
和
16
年
５
月
）
ほ
か

展覧会の様子

特
集
展
示
２

　
「
１
０
０
年
前
の
未
明 

―
１
９
２
６
年
―
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
令
和
８
年
６
月
14
日
（
日
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

常
設
展
示
場

✍
本
展
で
は
、
１
０
０
年
前
と
な
る
大
正
15
（
１
９
２
６
）

年
の
未
明
の
活
動
や
作
品
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

こ
の
年
は
、
未
明
が
人
生
の
大
き
な
決
断
を
し
た
年
で

し
た
。
５
月
に
東
京
日
日
新
聞
に「
今
後
を
童
話
作
家
に
」

を
発
表
、
小
説
の
筆
を
折
り
、
童
話
に
専
心
す
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。
宣
言
後
は
童
話
作
家
と
し
て
多
く
の
新
作

童
話
を
世
に
送
り
出
す
と
と
も
に
、
童
話
作
家
の
地
位
向

上
に
も
努
め
、「
日
本
近
代
童
話
の
父
」
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
主
な
展
示
資
料
〉

・�

感
想
「
理
想
の
世
界
」（『
未
明
感
想
小
品
集
』
創
生
堂
、

大
正
15
年
５
月
）

・�

感
想
「
童
話
の
作
者
と
し
て
」（『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
文
芸
』

四
方
堂
、
大
正
15
年
５
月
）

・�

童
話
「
町
の
天
使
」（『
赤
い
鳥
』
赤
い
鳥
社
、
大
正
15
年

１
月
）

・�

童
話
集
『
兄
弟
の
山
鳩
』（
ア
テ
ネ
書
院
、
大
正
15
年
４
月
）

・�

童
話
集
『
海
か
ら
来
た
使
ひ
』（
創
生
堂
、
大
正
15
年
７
月
）

・�

童
話
集
『
蜻
蛉
の
お
爺
さ
ん
』（
創
生
堂
、
大
正
15
年
12
月
）

ほ
か

展覧会の様子

ケ
ー
キ
作
り

バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
作
り
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告

童
話
創
作
講
座

　
〈
日
時
〉�
令
和
７
年
５
月
25
日
（
日
）、
６
月
22
日
（
日
）、

　
　
　

 　

�
７
月
27
日
（
日
）　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

　
〈
会
場
〉
高
田
図
書
館　

第
１
会
議
室

✍
牧
野
節
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

短
編
童
話
の
書
き
方
を
学
ぶ
初
心
者
向
け
の
童
話
創
作
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
童
話
の
基
礎
と
基
本
的
な
書
き
方
や
創
作

技
術
の
高
め
方
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
基
に
学
び
を
深
め

た
あ
と
、
実
際
に
受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
短
編
童
話
を
創

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
講
師
か
ら
丁
寧
に

講
評
い
た
だ
い
た
り
、
受
講
者
同
士
で
お
互
い
の
作
品
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
、
今
後
の
創
作
の
参

考
に
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
童
話
の
書
き
方
を
基
本
か
ら
教
え
て

も
ら
え
て
良
か
っ
た
」「
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
提
案
し
て

も
ら
え
た
の
で
、
構
想
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
作
品
の
講
評
が
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
」「
童
話
を
書
く

仲
間
が
身
近
に
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者
数
10
人
。

✍
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
は
、
敗
戦
後
に
、
小
川
未
明
ら

の
詩
的
な
「
童
話
」
を
克
服
し
て
、
も
っ
と
散
文
的
な
「
現

代
児
童
文
学
」
へ
転
換
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
80
年
の
節
目
の
年
に
、
こ
の
児
童
文
学
史
を
見
直
す

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
石
井
桃
子
ほ
か
『
子
ど
も
と
文
学
』（
中

央
公
論
社
、
１
９
６
０
年
）
で
、
小
川
未
明
・
浜
田
広
介
・

文
学
館
講
座

　

小
川
未
明
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
文
学
館
講
座
を

全
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
は
延
べ
99
人
。

●
第
１
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉�

宮
川
健
郎
氏
（
児
童
文
学
研
究
者
・
武
蔵
野
大
学

名
誉
教
授
）

　
〈
演
題
〉�

日
本
の
子
ど
も
の
文
学
に
お
け
る「
詩
的
な
も
の
」

と
「
散
文
的
な
も
の
」
―
小
川
未
明
を
軸
に
考
え

る
―

　
〈
日
時
〉�

令
和
７
年
７
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
〈
会
場
〉�

小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

朗
読
研
修
会

　
〈
日
時
〉�

令
和
７
年
６
月
14
日
（
土
）、
６
月
21
日
（
土
）、

　
　
　
　

 �

７
月
５
日
（
土
） 

午
後
２
時
～
４
時
、
最
終
日
は

午
後
４
時
30
分
ま
で

　
〈
会
場
〉�

高
田
図
書
館　

第
１
会
議
室
／
小
川
未
明
文
学
館�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、
朗
読
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力
の
磨
き
方
、

発
声
練
習
の
大
切
さ
を
学
び
、「
聴
き
手
の
心
に
届
く
朗
読

を
す
る
に
は
」
と
い
う
講
義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次
に

発
声
練
習
や
開
口
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
未
明
童
話
「
月
夜
と
眼
鏡
」（
大
正
11
年
７
月
）
を

朗
読
し
、講
師
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
受
講
者
数
20
人
。

講師の牧野節子先生

講座の様子

講座の様子

坪
田
譲
治
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ

て
、
詩
的
・
象
徴
的
な
こ
と
ば
で
心
象
風
景
を
描
く
短
編

の
童
話
か
ら
、
も
っ
と
散
文
的
な
こ
と
ば
で
、
子
ど
も
を

め
ぐ
る
状
況
（
社
会
）、
あ
る
い
は
、
状
況
（
社
会
）
と

子
ど
も
と
の
関
係
を
描
く
長
編
の
現
代
児
童
文
学
へ
と
変

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
考
え
か
た
は
「
進
歩
史
観
」
か
も
し
れ
な
い

と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
介
の
「
コ
ブ
タ

ノ　

ト
コ
ト
コ
」
を
例
に
あ
げ
、
広
介
な
ど
の
童
話
は
、

幼
年
が
読
者
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ズ
ム
が
よ
く
て
音

読
に
向
い
て
い
る
の
に
対
し
、
現
代
児
童
文
学
は
、
音
読

す
る
「
声
」
と
わ
か
れ
て
、
黙
読
で
物
語
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
十
代
の
子
ど
も
が
読
者
の
中
心
に
な
り
、
書
き

こ
と
ば
と
し
て
緻
密
化
し
、
長
編
化
し
て
い
っ
た
と
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
国
語
の
教
科
書
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

教
科
書
に
は
、
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
現
代
児

童
文
学
の
よ
う
な
長
編
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

い
ま
で
も
賢
治
や
南
吉
の
童
話
が
の
っ
て
い
て
（
以
前
は

未
明
の
「
野
薔
薇
」
も
）、
現
代
の
童
話
作
家
で
あ
る
、

あ
ま
ん
き
み
こ
の
作
品
の
掲
載
も
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

か
つ
て
未
明
を
批
判
し
た
古
田
足
日
が
「
童
話
・
小
説
の

流
れ　

そ
の
問
題
点
」（
日
本
児
童
文
学
者
協
会
編
『
児

童
文
学
の
戦
後
史
』
東
京
書
籍
、
１
９
７
８
年
所
収
）
の

な
か
で
、「「
童
話
」
を
死
滅
す
る
も
の
と
考
え
た
点
」
を

あ
や
ま
り
で
あ
っ
た
と
し
、
あ
ま
ん
を
「
小
川
未
明
の
正

当
な
後
継
者
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
と
も
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
散
文
性
を
獲
得
し
た
例
と
し
て
古

田
足
日
・
田
畑
精
一
『
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
』（
童
心
社
、

１
９
７
４
年
）
を
あ
げ
、
本
作
は
異
例
に
長
い
テ
キ
ス
ト

の
絵
本
だ
が
、
日
常
的
な
言
葉
を
用
い
て
新
し
い
物
語
を

描
き
出
し
た
も
の
で
、
大
勢
の
人
に
長
年
読
み
継
が
れ
て

い
る
と
も
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
は
戦
後
に
現

代
児
童
文
学
へ
と
転
換
し
、
長
編
化
す
る
こ
と
で
戦
争
や

社
会
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
も
な

お
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
争
い
が
続
い
て
い
る
状
況
を
考

え
る
と
、
詩
的
な
童
話
と
散
文
的
な
現
代
児
童
文
学
の
ど

ち
ら
が
有
効
か
と
い
う
問
い
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と

し
、
両
者
の
も
つ
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
数
34
人
。

講座の様子
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報
　
告

✍
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
か
ら
昭
和
５
（
１
９
３
０
）

年
ま
で
の
10
年
間
を
、〈
未
明
童
話
に
お
け
る
１
９
２
０

年
代
の
時
代
〉
と
西
暦
で
位
置
づ
け
な
お
し
、
そ
の
時
代

の
中
で
、
未
明
が
い
か
に
彼
の
童
話
を
豊
か
に
成
立
さ
せ

た
か
、
ま
た
厳
し
い
時
代
情
勢
の
な
か
で
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
に
童
話
の
姿
を
変
え
て
い
っ
た
か
を
、
い
く
つ

か
の
童
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
９
２
０
年
代
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
、
当
時

の
日
本
は
第
１
次
世
界
大
戦
の
特
需
の
反
動
や
関
東
大
震

災
な
ど
が
あ
り
、
貧
富
の
差
が
拡
大
し
、
社
会
主
義
思
想

が
広
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
と
し
、
こ
の
と
き
の
文
学
状
況

は
、
経
済
不
安
な
ど
か
ら
社
会
変
革
を
訴
え
る
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
が
興
隆
し
た
と
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
９
２
０
年
代
は
、
未
明
に
と
っ
て
小
説
と
童
話
の
双

●
第
２
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉�

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小
川
未
明

文
学
館
専
門
指
導
員
）

　
〈
演
題
〉�
未
明
童
話
・
１
９
２
０
年
代
の
激
動
と
豊
饒

　
〈
日
時
〉�

令
和
７
年
10
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
〈
会
場
〉
高
田
図
書
館　

第
１
会
議
室

●
第
３
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉�

古
畑
茉
莉
子
氏�

（
公
益
財
団
法
人
浜
田
広
介
記
念
館　

学
芸
員
）

　
〈
演
題
〉�

ひ
ろ
す
け
童
話
の
は
じ
ま
り
～
「
黄
金
の
稲
束
」

か
ら
『
ひ
ろ
す
け
童
話
読
本
』
ま
で
～

　
〈
日
時
〉
令
和
７
年
11
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
〈
会
場
〉
高
田
図
書
館　

第
１
会
議
室

✍
浜
田
広
介
の
作
家
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
『
ひ
ろ
す
け
童
話
読

本
』
を
刊
行
す
る
ま
で
の
生
い
立
ち
や
作
品
、
浜
田
広
介

記
念
館
の
概
要
や
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

前
半
で
は
、
浜
田
広
介
の
随
筆
「
未
明
先
生
の
業
績
」

（『
早
稲
田
学
報
』、昭
和
28〈
１
９
５
３
〉年
12
月
）や「
今

年
の
童
話
と
童
謡
」
上
―
有
島
武
郎
氏
と
小
川
未
明
氏
―

（『
都
新
聞
』、
大
正
11
〈
１
９
２
２
〉
年
12
月
）
な
ど
か
ら
、

広
介
と
未
明
の
関
わ
り
や
未
明
作
品
に
対
す
る
思
い
、
尊

敬
す
る
作
家
を
聞
か
れ
た
際
に
未
明
を
挙
げ
て
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
介
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、
大
阪
朝
日
新

聞
の
懸
賞
新
作
お
伽
噺
に
「
黄
金
の
稲
束
」
が
一
等
入
選

し
た
こ
と
が
転
機
と
な
り
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
こ

と
や
、『
良
友
』
の
編
集
を
し
な
が
ら
同
誌
に
童
話
・
童

謡
等
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
、
鈴
木
三
重
吉
か
ら
『
赤
い

鳥
』
の
寄
稿
依
頼
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
納
得
の
い

く
作
品
が
書
き
あ
が
ら
な
い
ま
ま
創
刊
号
が
出
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
関
東
大
震
災
を
機
に
定
職
に
就
く
こ
と
を
や
め

て
、
童
話
の
道
ひ
と
す
じ
に
生
き
る
決
意
を
し
た
こ
と
な

方
の
名
作
が
書
か
れ
た
が
、
１
９
２
０
年
代
に
な
る
と
小

説
の
数
よ
り
童
話
の
数
が
上
回
る
よ
う
に
な
り
、

１
９
３
０
年
代
に
な
る
と
童
話
ば
か
り
が
発
表
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
の
指
摘
の
あ
と
、
１
９
２
０
年
代
の
激
動
と

豊
饒
の
始
ま
り
を
示
す
象
徴
的
な
童
話
と
し
て
、「
野
薔

薇
」（
１
９
２
０
年
４
月
）
と
「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」

（
１
９
２
１
年
２
月
）
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
代
の

社
会
の
激
動
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
未
明
の
思
い
の
強

さ
が
作
品
の
強
度
と
な
り
、
名
作
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
相
互
扶
助
論
』
の
影
響
を
受

け
、
弱
い
も
の
が
扶
け
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
将

来
の
社
会
の
姿
を
見
よ
う
と
し
た
未
明
が
、
相
互
扶
助
を

童
話
の
基
軸
に
お
く「
黒
い
人
と
赤
い
橇
」「
月
夜
と
眼
鏡
」

（
と
も
に
１
９
２
２
年
）
を
書
い
た
こ
と
、
大
正
期
後
半

の
激
動
の
時
代
に
は
「
沙
漠
の
町
と
サ
フ
ラ
ン
酒
」「
月

と
あ
ざ
ら
し
」「
白
い
熊
」
な
ど
を
書
き
、
新
た
な
美
や

調
和
の
世
界
を
見
い
だ
し
た
こ
と
、
１
９
３
０
年
に
「
青

い
ラ
ン
プ
」
を
書
き
、
天
命
へ
の
自
覚
を
抱
い
た
こ
と
な

ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
２
０
年
代
は
日
本
の
激
動
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ

に
即
応
し
な
が
ら
文
学
で
戦
っ
た
軌
跡
が
未
明
文
学
の
豊

饒
を
も
た
ら
し
、
未
明
の
不
惑
の
四
十
代
が
、
１
９
２
０

年
代
の
時
代
の
激
動
と
重
な
っ
た
こ
と
が
未
明
文
学
の
激

動
と
豊
饒
を
生
み
だ
す
大
事
な
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
と
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者
数
33
人
。

講座の様子

ど
、
大
正
期
の
出
来
事
を
中
心
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
代
表
作
「
泣
い
た
赤
お
に
」
は
元
々
「
お

に
の
さ
う
だ
ん
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
広
介
に
は
推
敲

癖
が
あ
る
の
で
絵
本
に
よ
っ
て
異
な
る
表
現
の
楽
し
み
方

が
あ
る
こ
と
、
七
五
調
の
文
章
で
耳
に
も
心
地
よ
い
文
章

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
山
形
県
高
畠
町
に
あ
る
浜
田
広
介
記
念
館

の
設
立
経
緯
や
施
設
概
要
・
組
織
体
制
の
ほ
か
、
企
画
展

や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
全
国
を
対

象
に
し
た
童
話
造
形
創
作
や
童
話
感
想
文
・
感
想
画
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
実
施
、
高
畠
町
の
入
学
児
童
に
配
布
し
て
い

る
「
ひ
ろ
す
け
童
話
セ
ッ
ト
」
の
作
成
な
ど
の
活
動
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
32
人
。

文
学
館
お
は
な
し
会

　
〈
日
時
〉
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

午
前
11
時
～

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

✍
未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
未
明
童
話
を
中
心
と

し
た
お
は
な
し
会
を
19
回
（
大
雪
の
た
め
１
回
中
止
）
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
数
延
べ
２
５
７
人
。

出
張
お
は
な
し
会

✍
未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
提
供
す
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
小
学
校
に
出
向
く
出
張
お
は
な

し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
、
市
内
小
学
校

８
校
（
10
回
）
訪
問
し
、
参
加
者
は
延
べ
３
５
３
人
で
し
た
。

講座の様子

出張おはなし会の様子
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小
川
未
明
文
学
賞

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
943-

8601 

新
潟
県
上
越
市
木
田
１
－
１
－
3

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
担
当
」

　
　

（「 

」
部
分
は
朱
書
き
）

第
35
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
短
編
部
門
（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
～
30
枚
以
内

②
長
編
部
門
（
小
学
校
中
学
年
以
上
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
60
枚
～
120
枚

・
い
ず
れ
も
小
学
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作
児
童
文
学

で
未
発
表
の
作
品
。
各
部
門
同
時
応
募
も
可
（
各
部
門

１
編
の
み
）。

・
パ
ソ
コ
ン
等
で
原
稿
を
作
成
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
用
紙

を
横
長
に
使
用
。
原
稿
は
縦
書
き
で
作
成
。

・
表
紙
に
題
名
、
筆
名
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
枚
数
を
明
記
。

・
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
み
で
作
成
し
た
作
品
は
応
募
不
可
。

・
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
表
紙
下
に
綴
じ
る
。　

◆
応
募
資
格
　

　

不
問

◆
応
募
方
法

　

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
、
メ
ー
ル

◆
締
切

　

２
０
２
６
年
10
月
31
日
（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）　

◆
入
選
作

　

・
大　

賞
（
賞
金
100
万
円
・
記
念
品
）

　

・
優
秀
賞
（
賞
金
20
万
円
・
記
念
品
）

＊
詳
細
は
小
川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

散
歩
を
し
て
い
る
と
き
、
家
事
を
し
て
い
る
と
き
、
な
に
げ
に
心

が
凪
い
だ
と
き
、
ふ
と
物
語
の
断
片
が
降
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
「
あ
る
日
、
店
の
閉
じ
ま
り
を
し
よ
う
と
し
た
ら
見
知
ら
ぬ
お
じ

さ
ん
が
倒
れ
て
い
た
。
そ
の
お
店
は
、
う
ど
ん
屋
さ
ん
。
見
つ
け
た

の
は
小
学
生
の
男
の
子
と
お
兄
さ
ん
だ
っ
た
」

　

今
回
も
そ
こ
か
ら
物
語
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

剣
道
は
、
家
族
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

い
つ
か
剣
道
の
試
合
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
う
ど

ん
屋
さ
ん
、
と
い
う
設
定
は
、
言
わ
ず
も
が
な
、
う
ど
ん
県
民
ゆ
え

の
選
択
で
し
た
。

　

主
人
公
の
陽
翔
は
、
頭
の
中
で
ポ
ン
ッ
と
生
ま
れ
る
と
、
一
人
で

勝
手
に
動
く
、
し
ゃ
べ
る
、
笑
う
、
泣
く
。
書
き
手
の
私
は
大
い
に

翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
着
地
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
ず
っ
と
あ
こ
が
れ
て
い
た
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
に

選
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
書
き
続

け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
元
気
で
気
の
優
し
い
主
人
公
が
、
一
人
で
も
多
く
の
お
友
達

や
児
童
文
学
を
愛
す
る
方
々
に
読
ま
れ
、
面
白
い
子
だ
な
、
と
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

第
34
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

樹
　
あ
ゆ
り 

さ
ん

大
賞
作
品

　「
う
ど
ん
の
神
さ
ま
」

報
　
告

　

小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を

育
む
よ
う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
で
第
34
回
を
迎
え
、
８
０
１

編
の
作
品
が
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム　
未
明
童
話
と
親
し
も
う

―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

✍
未
明
童
話
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
、
月
替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊
子
に
し
て

無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は「
お
は
な
し
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
、
集
め
た
シ
ー
ル
数
に
応
じ
て
、
文
学
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

配
布
数
延
べ
１
２
９
４
冊
。

○
配
布
童
話
（
低
学
年
用
）

　

・
４
月
「
窓
の
外
へ
春
が
来
た
」

　
　
（
初
出
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』、
昭
和
11
年
３
月
）

　

・
５
月
「
か
く
れ
ん
ぼ
」　

　
　
（
初
出
『
コ
ク
ミ
ン
一
年
生
』、
昭
和
16
年
４
月
）

　

・
６
月
「
川
へ
ふ
な
を
に
が
す
」

　
　
（
初
収
録
『
太
陽
と
星
の
下
』、
昭
和
27
年
）

　

・
７
月
「
海
の
お
ば
あ
さ
ん
」

　
　
（
初
収
録
『
ド
ラ
ネ
コ
と
烏
』、
昭
和
11
年
12
月
）

　

・
８
月
「
雲
、
雲
、
い
ろ
い
ろ
な
雲
」

　
　
（
初
出
『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』、
昭
和
５
年
７
月
）

　

・
９
月
「
お
月
さ
ま
と
象
」

　
　
（
初
出
『
コ
ド
モ
ノ
ヒ
カ
リ
』、
昭
和
12
年
７
月
）

　

・
10
月
「
お
ほ
し
さ
ま
」

　
　
（
初
出
『
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
』、
昭
和
26
年
７
月
）

　

・
11
月
「
か
り
ゅ
う
ど
と
く
ま
」

　
　
（
初
出
『
家
の
光
』、
昭
和
14
年
10
月
）

　

・
12
月
「
お
お
か
み
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

　
　
（
初
出
『
ス
ヰ
ー
ト
』、
昭
和
８
年
12
月
）

季
節
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
〈
期
間
〉
七
夕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

　
　
　
　

 �

令
和
７
年
６
月
10
日
（
火
）
～
７
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

 

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

　
　

 　
　

令
和
７
年
12
月
２
日
（
火
）
～
12
月
25
日
（
木
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

出
会
い
の
ロ
ビ
ー

✍
七
夕
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
あ
わ
せ
て
、
参
加
者
が

自
分
の
願
い
事
な
ど
を
書
き
記
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
数
延
べ
２
７
４
人
。

クリスマスワークショップの様子

撮影／徳永 徹

　

・
１
月
「
兄
弟
の
野
ね
ず
み
」

　
　
（
初
出
『
コ
ド
モ
ノ
ヒ
カ
リ
』、
昭
和
12
年
１
月
）　

　

・
２
月
「
雪
だ
る
ま
と
お
ほ
し
さ
ま
」

　
　
（
初
収
録
『
未
明
カ
タ
カ
ナ
童
話
読
本
』、
昭
和
11
年
３
月
）

　

・
３
月
「
た
ま
と
う
ぐ
い
す
」

　
　
（
初
出
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』、
昭
和
７
年
12
月
）

○
配
布
童
話
（
中
学
年
用
）

　

・
４
月
「
野
ば
ら
」

　
　
（
初
出
「
大
正
日
日
新
聞
」、
大
正
９
年
４
月
12
日
）

　

・
５
月
「
ろ
う
そ
く
と
貝
が
ら
」

　
　
（
初
出
「
読
売
新
聞
」　

大
正
８
年
６
月
７
日
、
９
～
10
日
）

　

・
６
月
「
眠
い
町
」（
初
出
『
日
本
少
年
』、
大
正
３
年
５
月
）

　

・
７
月
「
金
魚
売
り
」（
初
出
『
赤
い
鳥
』、
昭
和
２
年
６
月
）

　

・
８
月
「
て
か
て
か
頭
の
話
」

　
　
（
初
出
『
童
話
』、
大
正
９
年
10
月
）

　

・
９
月
「
幸
福
の
は
さ
み
」

　
　
（
初
出
『
婦
人
界
』、
大
正
11
年
11
月
）

　

・
10
月
「
月
夜
と
め
が
ね
」

　
　
（
初
出
『
赤
い
鳥
』、
大
正
11
年
７
月
）

　

・
11
月
「
月
と
あ
ざ
ら
し
」

　
　
（
初
出
『
愛
の
泉
』、
大
正
14
年
４
月
）

　

・
12
月
「
金
銀
小
判
」（
初
出
『
良
友
』、
大
正
９
年
１
月
）

　

・
１
月
「
ゆ
ず
の
話
」

　
　
（
初
収
録
『
小
学
文
学
童
話
』、
昭
和
12
年
５
月
）

　

・
２
月
「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」

　
　
（
初
出
『
赤
い
鳥
』、
大
正
11
年
１
月
）

　
・
３
月
「
角
笛
吹
く
子
」（
初
出
『
童
話
』、
大
正
10
年
３
月
）
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オーレンプラザでのお話の会に参加して
　昨年に続き今年もスタジオで３作品を上映しました。「山の上の木と雲の話」「なんでもはいります」「月夜と眼鏡」です。

　「くらげのおばさん」
「夏の晩方あった話」
「ぬながわ姫」「赤い蠟
燭と人魚」の４作品を
ペープサートと音楽
（ライアー）と映像で
楽しんで頂きました。 　リージョンプラザで行われた体験型イベント「スポー

ツ＆カルチャーわくわくトライアル」に参加しました。
パネルシアターや絵本を使って朗読の楽しさを子ども
達に伝えました。

　初めてのTV出演にドキドキ
わくわくでした。
　「泣かないきりぎりす」
　「雪のふった晩の話」
　パネルシアターで生き生き
と動く動物たちの姿を通して、
未明童話の心やさしいお話を
届けました。

未明童話の会
【春がくる前】
　さびしい野原の中に立つ
一本の木と一羽の小さなう
ぐいすとの出会いとやさし
い会話で心が和みます。
　３枚の映像も素敵でした。

シャーフの会　11月20日　和田小学校
　「金の輪」「殿様の茶碗」「野ばら」を映像やパネルシ
アターと共に朗読しました。難しいテーマを含む会で
したが、さすが５・６年生、最後まで真剣に耳を傾け
てくれました。

グループ空　10月30日　浦川原小学校
　低学年は「三匹のアリ」「子ざると母ざる」高学年は
「千羽鶴」「野ばら」の朗読を聞いてもらいました。小
川未明のお話を通じて楽しい時間を共有することがで
きました。

シャーフの会
【水車のした話】
　パネルシアターと水音
が出る楽器を使って、雰
囲気を出しました。たく
さんのお客様に聞いて頂
きました。

未明ボランティアネットワークだより

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2026年５月31日

・小川未明文学館ビッグブックシアターおはなし会 … 全19回、延べ参加者257人
・特別展おはなし会（小川未明文学館市民ギャラリー）   … 参加者38人
・会員の研修会（大越さとみさんのおはなしⅡ）
・出張おはなし会（小学校）…10回、353人

2025年度
の活動

出張おはなし会、会員加入の連絡先
  上越市文化振興課　上越市木田１‒１‒３／電話 025-520-5628／FAX 025-520-5853

vol. 22

　今年から午前11時に時間を変更
しました。映像や受付場所等の工夫
もあり、図書館を利用される多くの
方々が足を止めて下さり、未明童話
の世界を楽しんで頂きました。

作品名 担当グループ
①「ゆずの話」 未明童話の会
②「千羽鶴」 グループ空
③「水車のした話」 お話の会うさぎ
④「野ばら」 シャーフの会

おはなしジャンボリ〝オーレ”おはなしジャンボリ〝オーレ”   ３月20日（金・祝）

文学館おはなし会文学館おはなし会   毎月第２・第４日曜日　11時～

出張おはなし会出張おはなし会

特別展おはなし会特別展おはなし会   10月26日（日）ＪＣＶに出演ＪＣＶに出演   12月９日（火）、１月13日（火）

なおえつおやこ　おはなし会なおえつおやこ　おはなし会
� ７月21日（月・祝）

わくわくトライアルわくわくトライアル
� 11月15日（土）

　昨年に続き「心に届
く語りとはⅡ」として
今年は具体的に、読み
聞かせでの大切な事柄
をご指導頂きました。
特別展上映作品を全員
一人一人の読み合わせ
て具体的にご指導頂き 　市民サロンで「子ざると母ざる」を大型紙芝居で演

じました。拍子木の音で始まり、和やかな雰囲気の中
で楽しんで頂きました。

研修会 大越さとみさんのお話研修会 大越さとみさんのお話
� 10月21日（火）

未明フェスティバルでの活動未明フェスティバルでの活動
� 11月24日（月・祝）

大変有意義でした。今後の活動に生かしたいと思います。
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小
川
未
明
文
学
館
　
利
用
案
内

◆
開
館
時
間　

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◆
休
館
日　

　
　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・

　
　

祝
日
の
翌
日
・
館
内
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
）・

　
　

資
料
整
理
期
間
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

◆
入
館
料　

無
料

◆
問
合
せ　

〒
９
４
３
－
０
８
３
５

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
８
－
30
（
高
田
図
書
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://www.city.joetsu.niigata.jp

　
　
　
　

 /site/m
im
ei-bungakukan/

４月	 春季企画展「未明童話「春」のいろどり」
	 　（3/20㊎㊗～4/19㊐）
	 特別展「第34回小川未明文学賞展」
	 　（4/25㊏～5/24㊐）

５～７月	 小川未明文学館こども祭　5/9㊏
	 童話創作講座　5/24㊐、6/28㊐、7/26㊐
	 特集展示1「新収蔵品展」　（6/26㊎～12/20㊐）
	 朗読研修会　6/13㊏、6/20㊏、7/4㊏
	 第1回文学館講座　7/11㊏

10月	� 特別展「高岡洋介が描く『ものぐさじじいの来
世』絵本原画展」　（会期：10/3㊏～12/6㊐）

	 第2回文学館講座（ギャラリートーク）　10/24㊏
	 特別展おはなし会　10/25㊐
	 第35回小川未明文学賞募集締切　10/31㊏

11月	 第3回文学館講座　11/7㊏

12月	 特集展示2「100年前の未明」
	 　（12/25㊎～R9/6/13㊐）

１月	� 企画展「小川未明フェスティバル・読書感想文コン
クール・童画コンクール展」  （R9/1/28㊍～2/28㊐）

３月	 第35回小川未明文学賞贈呈式（上越）

未明ボランティアネットワークによるおはなし会
毎月第2・4日曜日の午前11時から文学館にて実施

＊観桜会期間中と1月はお休みします

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集に努めています。下
記の資料に関する情報をお持ちの方は、
ご連絡くださいますようお願いします。
資料の寄贈については、特定の場合
（すでに複数点を所蔵している資料
等）を除きお受けしますので、ご不明
の点はお問合せいただけると幸いです。

【主な収集資料】
１．特別資料
小川未明原稿、書簡、遺品、その他
自筆資料（短冊・書軸等）、写真（オ
リジナル）、小川未明関係者資料（未
明書簡、献本など）

２．図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
収した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居

３．参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、
記事（雑誌・新聞等）

令和８年度　小川未明文学館カレンダー

高田城址公園

北陸
新幹
線

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––

–––––––––––––––––––––––––

春日山駅 高田駅 南高田駅

発行　上越市文化振興課
〒943-8601　新潟県上越市木田1-1-3 ／ TEL. 025 -520 -5628 ／ FAX. 025 -520 -5853
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